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都市における風環境の予測･評価･および調整
一強風の発生頻度に基づく風環境評価の方法を中心として-

Assessment for wュnd Induced Discomfort at Ground Level around Buldings

村　上　周　三*･小　峯　裕　己*

Shuzo MURAKAMI and HlrOmi KOMINE

都市における風環境の問題を,予測･評価･対策等の各視点から概説す

る･特に,風速の出現頻度に基づく風環境の評価尺度を提案するととも

に,これを用いた評価方法を示し,東京の代表的ないくつかの市街地を

対象にして風洞実験を行い,この方法を用いて評価を行った例を示す.

1.風害問題の位置付け

我が国ではじめて,都市の新しい環境障害として風害

が指摘されるようになってから,すでに十数年が経過し

た･霞ヶ関ビル.世界貿易センタービル等の超高層建物

の誕生を契機として風害問題が顕在化したが,その後の

この問題に関する研究により,風害は決して超高層建物

の周辺に限られるものでなく,周辺の建物の規模,密度,

街路の幅などによっては10階建程度の中層建物の周辺で

ち,しばしば発生することが明らかにされている.

風害問題の研究テーマとしては次のようなものが挙げ

られる.

1 )強風の発生機構の解明

2)市街地における強風の観測

3)風洞実験による強風の予測技術の開発

4)強風による被害に関する調査.実験

5)強風の防除に関する実験

6)風害,あるいは風環境の評価方法

7)風害対策の桔針

これらのテーマのうち, 1)～4)についてはすでに多

くの研究成果を得ており,現在は5)～7)が主要な研究

テーマになっている.建築紛争に関する行政上の観点か

ら言えば,日照問題をめぐる法的処理が一応の決着をみ

た現在,風害に関連した建築紛争はこれからの中心的な

課題の1つと言える.

本稿では都市の風環境の予測･評価･詞巷等の各視点

から風害問題について解説を行う.

2.強風による環境障害とその評価尺度

2. 1　高層建物周辺における被害の発生状況

まず,強風による環境障害の発生する地域の広がりに

ついて述べる.

図1に,強風による被害を訴えた住戸と風害の原因と
*東京大学生産技術研究所付属計測技術開発センター,第5部

100

発
生
巨萱
0
/0

50
千 冤l 一一一ゝ一商品が飛ぶ(たびたび) -●-ドアの開閉園敷(たびたび) 

堅. �� ��
O l5　30　45　60 75　90 105 120B5 1ぎ) 165180B5　21DnX:題軒

i i

O.0　　　　1.0　　　　2.0　　　　3.0　　　　4.0　Ⅹ/A

Ht建物高さ

図1　強風による被害の発生率と当該建物からの距離の関係1)

考えられる高層建物からの距離との対応を示す　これは

風害の発生で著名な東京都中央区月島の14階建の集合住

宅周辺の住民を対象としたアンケート調査の結果である!)

図の縦軸は強風による被害を訴えた人の割合であり,横

軸は当該高層建物からの距離を示す.被害の発生率は当

該建物から離れるに従って急激に減少し,当該建物高さ

の2倍程度離れるとほぼ0になる.また,同調査結果に

よれば,強風による歩行障害の経験に関して,当該建物

からかなり離れた所に住んでいる住民も,近くに住んで

いる人同様に,当該建物周囲の道路上における被害を集

中的に指摘していた.

このほかの観測･調査･市街地模型を用いた風洞実験

等の結果を考慮すると,風害の発生が予想される地域は

特殊な配置を除いて当該建物を中心とした建物高さの2

倍以内の円内であると考えてよい.

2.2　風速と環境障害の対応

強風とそれに対応して発生する障害の内容について述

べる.

図2は強風によって発生する現象と1日の全般的な風

環境評価との対応を示したものである.これは前述の中
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1日の全般的を風環境評価
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図2　風速と1日の全般的な風環境評価,および個々の発生現象との対応2)

央区月島の高層建物周辺において, 2年余にわたって行

った調査結果を用いてとりまとめたものである.2)

調査結果は18名の住民に毎日の風環境の印象や強風に

よる発生現象を日誌に記入してもらい,常時測定してい

る風速と対応づけることにより得られたものである.

図は強風による発生現象を大きく3つのグループに分

類し,おのおのと評価時間2秒の時間最大瞬間風速とを

対応させている.風速が5.0-9.0m/Sではグループ1の

ような比較的軽微な被害が発生し, 9.0-13.0m/Sでは

グループ2のような中程度の被害が,また13.0m/S以上

ではグループ3のような重大な被害が発生している.横

軸に示したこれらの発生現象,風速と縦軸に示した住民

2

のl Elの全般的な風環境評価とは,比較的よく対応して

おり,住民は1 El単位の生活サイクルと関連づけて風環

境の評価をしていることが考えられる.したがって,風

環境に関する代表性のある風速指標として日最大風速

( 10分間平均風速)や日最大瞬間風速などの使用が示唆

される,

次に,歩行障害の程度と瞬間風速(評価時間3秒)の

対応関係を図3に示す.3)これは,大型風洞内で被験者を

用いた歩行実験結果(図ではPart Ⅰと称している),超

高層建物周辺の風の強い場所における被験者を用いた歩

行実験結果(図ではPartIl),および超高層建物前庭に

おける2000人以上の一般歩行者の強風による歩行障害
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図3　強風による歩行障害の評価尺度に関する提案の比較3I

の程度の観察結果(図ではPart Ⅲ)をまとめたもので

ある.歩行障害の程度は,足どりを示す｢歩調｣,および

歩行の際の体全体の動作を示す｢歩行姿勢｣により判断

している.

図の上部の｢歩謂｣についてのグレードの分布に･おい

て,あるグレードの割合を示す線と.その1つ上のグレ

-ドの線の交叉する風速値から,図中E]のような歩行障

害に関する評価尺度ができる.すなわち.瞬間風速が5

m/S以下では｢正常歩行｣, 5-10m/Sの範囲では｢少

々歩網が乱れる｣, 10-15m/Sで｢歩調が乱れる,歩行

軌跡が乱れる｣,そして15m/S以上では｢身体全体が流

される｣となる.図にはPartIやPartIIの実験結果.

3
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表1強風による歩行障害の評価尺度4)

(評価時間3秒の瞬間風速U3_Secに基づく)

U3-sec<51015<U3_secr7Js 

正常 傅ﾘ��Xｻ�*�.��かなり影轡あり ��ｩ9i6ｨｻ�*�.��

oほぼ正常に歩行す 唳^�利*ｨ晴�謁��･歩行は乱される 唸�8躡,ｨ.�,ﾉ^��

ることができる �.ｨ.��b意志通りの歩行 俎8,ﾙW8�)Eﾂ�

o女性は髪.スカー 愉J�5�4ｨ�ｸ6r�は銅難 愉Yx,儖(,�+8.｢�

トが多少乱れる �*ｩy�.ｨ.��o上体は傾く �+ｸ*H,�,�.��

(注) 1.下記の場合はこれより低い風速に下げる必要がある.
･乱れ強さが極端に大きい場合,老人の場合

(鍾)2.平均風速に基づいた評価尺度が必要な場合は,この尺度から

ピークファクター･ガストファクター等を用いて換算すれば

よい.

および既往の研究による提案も示している.

図3に示した既往の研究成果も総合的に考慮して,強

風による歩行障害の評価尺度として表1を提案した.4)

2. 3　強風の発生頻度を考慮した風環境の評価尺度

｢風の強い場所｣, ｢風の弱い場所｣という表現は,実際

には強風の吹く頻度の大′j､を意味している.風が弱いと

言われる場所でも.数年に1回位は相当な強風が吹くは

ずである.逆に,風の強い場所とは絶え間なく強風が吹

いているわけでなく,強風の吹く頻度が相対的に高いと

いうことである.したがって,風環境の評価に当たって

は,風速値と同時にそのような風速り出現する頻度も同

時に考慮しなければならない.

前述の東京都中央区月島における風観測や風環境に関

する住民の意識調査,およびいくつかの既往の風観測･

調査を用いて,風速の出現頻度を考慮した風環境評価尺

度を提案した.これが表2である.5Jこれは,空間用途に

応じて風の影響を受けやすい順番にランク1 -3に分類

し,おのおのに対応する風の出現頻度の許容値を示して

いる.ランク1とは風の影響を最も受けやすい用途の場

所で,たとえば常に表の戸を開けて営業する商店のある

場所などがこれに相当すると考えられ,これらに対して

は最も厳しい基準を設けている.逆にランク3とは,た

とえば事務所街の歩道等で,風の影響を受けるのは通行

時のみであるので,その許容値は比較的凌和されている,
一般に強風によって発生する現象は.瞬間風速が最も

よく対応していると考えてよいから,風速指標として瞬

間風速を用いるのは妥当なことである.表2においても

風速指標として日最大瞬間風速を用いているが,坪価対

象地域のG. F. (瞬間風速/平均風速)を2.0-3.0前後の

範囲で適宜仮定して,日展大風速に変換して用いてもよ

い.

3.建物周辺における風向･風速の予測技術の現状

前節で述べた風環境の評価尺度を用いて.計画建物建

設後の建物周辺の風環境を評価するためには,計画建物

周辺の風向･風速を明らかにする必要がある.

4
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表2　風速出現頻度に基づく風環境評価尺度5)

風速尺度として.El 最大瞬間風速*4(也 上1.5mにおいて) を用いた場合 張����ﾒ�.�ﾏx�2�*2 15m/S以上 張2�#�ﾒ�8決�2�

風速尺度として,日 最大平均風速*5(地 上1.5mにおいて) を用いた場合 張b�w�ﾒ�9~8�2�監-点以上 牌ﾒﾔbﾘｷﾂ�

ランク1(最も風の 影響を受けやすい用 途の場所)に対する 許容頻度 仍ivX+8.ｨ.儻�7��許容される殉変 仍ivX+8.ｨ.儻�7��

10%以下 ��纈X決屬�0.08%以下 

(37日) 茶9?｢��(0.3E]) 

ランク2(風の影響 を受けやすい用途の �#"X決屬�3.6%以下 ��綯X決屬�

場所)に対する許容 頻度 茶��?｢��(13日) 茶$Vﾂ��

ランク3(比較的風 の影野を受けにくい �3RX決屬�7%以下 ��絣X決屬�

用途の場所)に対す る許容頻度 茶�#�?｢��(26日) 茶Y?｢��

*1.ごみが舞い上がる,干し物が飛ぶ,歩きにくい等の現象と対応

する.

*2.立看板･自転車等が倒れる,歩行困難等の現象と対応する.

*3.出入口･窓を閃放しておけない.風に吹きとはされそうになる

等の現象と対応する.
*4,評価時間2-3秒

辛 5. 10分間平均風速

*6.GF:ガストファクタ(地上1.5m,評価時間2-3秒)

--: -_-I:--: _~ ~∴二

程度の値をとると考えられる.

具体的な建物の計画において.周辺の気流性状を予測

する方法としては,現状では風洞実験に基づくものが最

も正確であると言える.これ以外の方法.たとえば類似

事例を用いた机上予測や数値計算によるものは.対象が

単純な場合を除いて.正確な予測方法にはなりにくい･

建物周辺気流は.周辺に位置する建物や街路による影

響が極端に大きいので,類似の事例に関する既往の風洞

実験を参考にして机上予測を行う場合には.この点に十

分注意を払う必要がある.机上予測の限界は.この点に

あるわけで,これを十分認識して概略の予測を行うのに

用いるのならば,相応の有用性はあり.特にその簡便さ

は風洞実験に比べて有利な点である.予測の目的に応じ

て.これらの方法を使い分ることが望ましい.

実測結果と風洞実験結果を照合し,風洞実験において

建物周辺の風速がどの程度正確に再現されているかを示

したものが図4である.6)これは.東京都港区三田に建設

された超高層建物周辺の7点の風速観測点における風速

の測定結果を,強風時のデータのみを選んで各風向別に

整理したものを全てプロットしたものである.風速につ

いては±15%の誤差内で予測が可能である.模型製作上

の精度を考慮すれば.この予測精度は十分満足できるも

のであると考える.
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図4　観測値と風洞実験値の比較6)

･地上132･5mの高さの風速(UNO.0)に対する各測定点に

おける風速(VN..1)の比率

･ 7測定点の強風時における薦栗を各風向について整理した

ものを全てプロットした.

4･地上における風速出現頻度の予測方法71

一般に･風洞実験における各測定点の風速は,基準点

(たとえば,最寄りの気象官署)の風速に対する比率で示

されることが多い.

ところで･風環境の評価は前掲の表2に示したように

風速の出現頻度も考慮して行う必要がある･風洞実験結

果からある地点の風環境を評価するためには-その地点

の風速の出現頻度分布を,なんらかの方法で予測する必

要がある.

気象官署等の資料を用いれば,上空の風の風速出現頻

度は知ることができる･ここでは上空の風の風速出現頻

度と風洞実験により求めた基準点に対する風速の比率か

ら･地上の風の風速の出現頻度分布を予測する方法につ

いて述べる.

4･1上空の風の風向･風速の出現確率

守､
(1)上空の平均風速vgが風向 α"±

∠Jノ

ある風速vglを超える確率は次式で表される
の範囲内で,

p(vg,▽9ユ･an一号<a<an･写)

-p(an一号<a<an･雫)

･p(vg,▽gllan-苦くa<an+普) (1)

ここで,

p(an-普くa<an･ATFa) ‥

風鮎が¢n-Afa)から(an･晋)の間にある確率

帝,V-9, ran-普くa<an･ Ale) :
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竺が(an-Ala<a<an･ Afa)の条件の下で5gが
Vgユを超える確率

(2)ある風向a"において･風速VgがV91を超え

る確率はワイプル分布で近似することができ,次式で表

される.

p(vlg,VLgllan土管)-expt塊コ)K'an'] (2)

ここで,

K(an)I C(an):風向がan±A-Faのときのワイプ)場数

(3) (an±晋)の風向の出現確率をA(an)とすると,

この風向の範囲で風速がVT91を超える確率は

p'Lv9,591 ･ an)-A (an)･ expt(蕊))K'a"] (3 )

ただし.

∑A(an)- 1
〟

上の数式のうち. A(an), K(an). C(a")等は長期間

に亘る上空の風観測資料から算出する.ここでは東京都

中央区月島における2年間の観測結果から算出したもの

を表3に示す.8)･9)

4･ 2　地上の風速の上空の風に対する風速比

風向がanのときに.地上のある地点iにおける風速

V,の上空風速Vgに対する比率を風洞実験により求め,

次式で表す.ここでいうVgは,基準点における風速と

考えてよい.

V,(a")-a.(an)･ V9(an)　　　　　(4)

ただし･ R･(an):風向anのときのi点における風速両

の上空風速(基準点)に対する風速化

VO(an):風向anのときの上空の風速(基準点)

4･ 3　地上のある点の風速が許容風速を超過する確率

あらゆる風向に対して,地上のi点の風速∇iがある

許容風速tilを超える確率は.次のようにして求められ

る･まず,地上のある許容風速Vlに対する上空の風速

V91は･風向anのもとで, V91-Vl/a,(a")

上空の風速v9がこれを超える確率は,

pf(-vg,Vgl ･ an)-A(a")･ exp･[1%')的] ( 5)

(5)式の左辺のVg>Vgユは.地上においてはV.･>Vlと

いうことになる･したがって. (5)式の右辺を全風向に

わたって合計すれば,地上の地点i点における風速Vi

が許容風速Vlを超える確率の全風向の総計となる.

5
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表3　風向ととのワイプルパラメーター8)･9】

風向 �?ｩ+y�Y[ﾘｼ�y�ﾂ�剴咊ｷ大瞬間風速 
A(an) �2��"��K(an) ����"��C(如) 抜��竰�

N ���3���9.97 �2紊R�0.303 ��R紊r�3.92 

NNE ����cR�9.19 迭��2�0.148 ��2紊��3.68 

NE ����3��7.27 �2�#r�0.034 免ﾂ紊��8.17 

ENE ����#b�7.48 ��r經2�0.057 ��"經r�6.37 

E �;��S"�7.32 澱��"�0.037 ���紊"�8.45 

ESE �������5.74 釘�#��0.013 湯經B�819 

SE ����#��6.49 ���纉��α024 湯�3r�10.89 

SSE �����b�7.12 釘紊B�0,024 湯經R�5.46 

S �����b�6.29 澱�#r�0.034 湯緜R�4.52 

SSW �����2�7.53 釘��2�0.094 免ﾂ�3��4.67 

SW ����3��0.92 �"纉B�0.061 ��B纉2�3.52 

WSW ����32�ll.82 �2經r�0.104 ��ゅ3��3.51 

W ���- 辻�0 �｢粐ﾒ�-lll■lllllll- 

WNW ���- 辻�0.066 ��2��b�3.21 

NW ���- 辻ﾒ�0 辻�･.･.･.■..-- 

NNW ����C"�7.85 �"經��0 辻ﾒ�- 

全風向時 �������10.00 釘��B�1.000 ��B繝2�3.57 

注　東京都中央区月島1丁目の高層市街地住宅の屋上(地上57.8m)

における1977-1979年の2年間の観測値より求めた･

すなわち,

pf(わ玩)-; lA(a")･ exp･[-(籾納]] ( 6)

となる.

この(6)式により,地上i　点の風速超過確率が求め

られることになる.

5.風環境の評価一東京都下の代表的な市街地を

対象としたケーススタディ

東京の代表的な市街地を4つ選んで.ケーススタディ

として前節まで述べてきた風環境の評価方法を適用して

みる!0)

対象とした地域は,以下のとおりである.

1 )､高革平地区(板橋区高島平2 T目付近)

典型的な大規模団地

2 )墨田地区(墨田区業平･横川･大平にまたがる地区)

小規模住宅の密集した典型的な下町

3)有楽町地区(千代田区の有楽町駅周辺)

最も代表的な都心の盛り場

4)新宿地区(新宿区西新宿の副都心)

世界的にもユニークな超高層建物群の街

5. 1地上付近の風速出現頻度の算出とその評価

高島平地区の測定点7を例として.風洞実験結果から

この地点の風速の出現頻度を算出する方法を示すととも

に.同地点の風環境の評価を行う.

(り　上空における風向･風速の出現確率

6
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東京の市街地を対象とした評価であるので, (1)～(6)

式で示したA(an). K(an), C(an)等ほ表3に示した東

京都中央区月島における風観測から算出したものを用い

た.

資料が婁備されていれば,最寄りの気象官署のものを

用いてもよい.

( 2 )地上付近の風速出現頻度の算出

(6)式に基づいて地上のi点における風速出現頻度分

布を算出するが,表3に示したようにA(an), K(a"),

C(an)等は16万位のおのおのに対して算出しているので,

これらの値を(6)式に代入して16万位ごとの風速出現頻

度を算出する.

たとえば.高島平地区の測定点7 (図6参周)の風向

Nにおける風速比R7-0.77 (ただし.中央区月島にお

ける基準風速測定点の風速に対する比率)である.一方

表3より風向NのときのA(N)-0.311, C(N)-9.97,

K(N)-3.45であるので.これらを(6)式に代入すると

測定点7の風向Nにおける許容風速Vlを超える確率は.

p7(-vl,-vl･N)-A(N) ･ exp･[-(畿野川]

- o･ 311× exp･[-醇)a45]

となる.このようにして算出した超過確率を全風向につ

いて合計したものを.図5に示す.10I

図5の見方は次のとおりである.図中,点線で示す

一般市街地風とは,上空の風が1/4乗則(一般に市街地上
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TOT Blot

超　過　確　率
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図5　高島平地区の測定点7における風速超過額度10)

部の風の垂直方向の分布は, (風速) ∝ (高さ)1′4の式で

表されることが多い.)にしたがってそのまま地上3.0m

の風速になったと仮定した場合の風速の超過確率で.こ

れを1つの棲準的な市街地風とした.図右上の同心円状の

グラフは,一般市街地風の風速を1.0としたときの,測定

点7における各風向ごとの風速比を示したものである.

図中の矢印で示したように,この測定点7においては.

平均的に週1回出現する風速(確率は52/365-14%)は

7.2m/Sとなる･すなわち. 7.2m/S以上の風がこの確

率で吹くことを示している･逆に, 10m/S以上の風が

吹く確率は3% (年間で365×0.03≒11日)であるとい

う見方もできる.

(4)風環境の評価(高島平地区測定点7を例にして)

図5の結果を表2に示した風環境の評価尺度に照らし

合わせて風環境の評価を行うと,次のようになる.

G･F･-2.0と仮定すると, El最大瞬間風速10m/S　は

日長大風速で5.0m/Sとなる.表2の評価尺度は地上1.5m

の風速を用いて示されているが,風洞実験の測定高さが

実物換算で地上3.0mであるので, 1/4乗別で高さ補正

すると5.9m/Sとなる.図5で5.9m/Sを超過する確率

を求めると23%になり,この頻度は衰2の各ランクと比

較すると.空間用途ランク1,2に不適合,ランク3に適

用可能となる.すなわち,オフィス街の歩道としてやっ

と合格ということであり,それ以外の用途では不適格と

いうことになる.

5.2　高島平･墨田･有楽町･新宿の4地区に対する

風環境の評価
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市街地の形態が異なる上記4地区を対象に,各地区20
-30地点の風速測定点を設定して.各地点ごとに風環境

を評価した上で, 4地区の全般的な風環境評価を行った.

風洞実験で求めた風速比に基づいて,前項で示した方

法により各地点の風速の超過頻度を算出しているが,新

宿については観測より求めた超過頻度を用いている.11'こ

こでは,各地区の風環境を示すと考えられる代表的な数

点の風速超過頻度を示し. 4地区の風環境の相違を明ら

かにする.

図6-9に,上記4地区の風環境評価対象地点.およ

び同地点における風速超過頻度を示す.川

図中,点線で示した一般市街地風を基準にして判断す

れば,高島平と墨田の2つの住宅地の風環境の違いは明

瞭である.墨田地区の4点における超過頻度は.いずれ

も一般市街地風のそれを下回っている. G･ F･-2.0　と仮

定して日最大風速5.9m/Sの超過頻度に着目すれば,墨

田地区では5.9m/Sの風はほとんど出現しないので,同

地区の風環境は表2に示すランク1 ,すなわち最も厳し

い基準に合格であるという評価を下すことができる.坐

体として,同地区では強風の出現頻度は極めて低く,請

風の出現頻度が高いので,通風障害等の弱風による環境

障害が問題になると考えられる.
一方,高島平地区では測定点3や7における風速の超

過頻度が,一般市街地風のそれを上回っており,強風が吹

きやすくなっている. 2つの点は.高層集合住宅の偶角

部付近や住検問にあり,剥離流が流れ込むことが十分予

想される場所である.これらの地点の日長大風速5.9m/S

7
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図6 (1)高島平地区における風速の測定点10)

F●-ト; � �� � ��
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図6 (2)高島平地区の各点における風速超過頻度10)

の超過頻度は15-28%程度であり,ランク2や3の風環境

である･特に,測定点7における超過頻度は.後述の新

宿副都心におけるものに比べてもそれ程劣らず,この地

点は超高層建物周辺の地域と同程度の風環境のもとにあ

り,強風が吹きやすいことが判る.ただし,このように

強風が吹きやすい地点は数点であり,多くの地点は図6

の①, ④のようにランク1の風環境のもとにある

また,図8,図9に示した有楽町地区.新宿地区の風

環境を比較すると,次のようなことが言える.有楽町地

区の多くの地点における超過頻度は,一般市街地風のそ

れより低いが,高層建物の偶角部付近にある地点(たと

えば測定点24等)などのいくつかの地点では上回って

8
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図7 (2)墨田地区の各点における風速超過頻度10)

いる.後者における目最大風速5.9m/Sの超過頻度は,

35-40%にも達しており,高島平地区の強風の吹きやす

い地点よりも,さらに強風が吹きやすいと考えられる.

これらの地点は,表2のランク3よりも悪い風環境にあ

ると言える.

図9のKDD, SMBは超高層建物屋上における超過頻

度であるが.これらの点は地上からの高さがTWSで示

す東京管区気象台の風観測高さに比べはるかに高いので.

超過頻度もTWSのそれをはるかに上回っている.また.

超高層建物のすぐ近くの測定点13における超過頻度は.

一般市街地風のそれよりはるかに大きく, TWSのものと

超高層建物尾上におけるものの中間に位置しており,こ
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図8 (1)有楽町地区における風速の測定点10)
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図8 (2)有楽町地区の各点における風速超過頻度叫

の地点で強風が異常に吹きやすいことを示している.刺

定点8や14などのように,超高層建物と道1つ隔たって

いるような地点では, 7-8m/S以上の強風の超過頻度

が一般市街地風のそれと同程度になっている.

以上, 4つの市街地の風環境を調べたが,これらを要

約すると.新宿地区は強風が非常に吹きやすい環境であ

り,有楽町地区･高島平地区でも中高層建物の剥離流の

影響で強い風が吹く地点がかなり多く存在し,比較的強

風の吹きやすい風環境であると言える.これに対し.塞

田紳区は強風の吹く恐れは少なく.逆に弱風による環境

障害の恐れのある風環境である.
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図9 (1)新宿地区における風観測の測定点11)

ThS:東京管区気象台 ''句 羊,､＼. 1._ TIW＼.㌔ 川8拘l 

一一0　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　20
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図9 (21新宿地区の各点における風速超過頻度11)

今回の風環境評価は.強風による障害に基づくもので

あるが,風は弱すぎても問題となるので.今後は弱風に

よる障害も含めて風環境の評価を行う必要がある.

6.防　風　対　策

風洞実験や実測等により風環境評価を行い.その地点

が強風の吹きやすい地点であることが判明した場合,演

風を防除するための対策を考慮する必要がある.

9
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防風対策を選択する場合.対策の目的,対策をする領

域,対策の時期.防除の対象とする気流現象等を明確に

することによって,その場合に最も適切な防風対策を見

出すことができる.

現在までに考案されている防風対策を挙げれば,以下

のようになる.

1 )敷地内の建物配置

敷地内に一定建築面積以上の建築物を建設する場合,

強風の卓越風向に対して長辺方向を向けないような配

置を採用すれば,風速増加領域が同一敷地内からはみ

出る確率を低くすることが可能である.

2)建築物相互の配置

建築物相互の間隔･配置を考慮することにより,風

速増加領域を減少,または特定領域を強風から防ぐこ

とができる.

3)平面形状の変化

建築物の平面形状を円形にしたり,偶角部を切除し

た形とすることにより,剥離流により生じる風速増加

領域の減少を斑ることができる.

4)断面形状の変化

(む　墓石型建築物

｢7:.十.-::..,:,:.A:.:.:.J:::::J:I.J-=-'.-..I-.-.T十 

-二戸二一十一.-一丁 
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大きな低層部の上に高層部を設けることにより.

下降流の影響を低層部の屋根に限定することができ

る.

②　セットバック

建築物の一面を斜めに削り取ることにより,偶角

部における剥離流の発生を抑えることができる.

㊥　キャノピー,ペデストリアンデッキ

低層部に設ける庇,ペデストリアンデッキ等によ

り,その下の歩行者に対する強風による環境障害を

防ぐことができる.

④　ピロティー

建築物前面に当たった風の一部がピロティーを吹

き抜けることにより,建物両側の剥離流による風速

増加領域の減少を図ることができる.

@　中間階の中空化

建築物の高さ,または風上見付け面積を減少させ

るかわりに,中間階に中空層を設けて風速増加領域

の減少を図ることができる.

5)遮蔽物の設置

(カ　植栽

㊥　フェンス･防風ネット(有孔フェンス)

(1)フェンス設置角度OD

･丁

(2)フェンス設置角度458

(3)フェンス設置角度451 -450　　　　　　　　(4)フェンス設置角度900

図10　フェンスの設置角度の変化に伴う風速増加領域の変化12J

(防風対策に関する風洞実験治男の1例)
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両者とも建築物周辺に設置することにより,地表

面の強風を遮ざることができる.

@　スクリーン(仕切り)

建築物下部の通路にスクリーンを設けることによ

り,通り抜ける強風を防ぐことができる･

④　アーケード

吹き降ろしによる強風から歩行者を守ることがで

きる.

これらの防風対策に関しては,風洞実験や実物の建物

-の設置などにより,その効果の程度が調べられている

が,ここでは1例として.ネットフェンスの設置による

風速増加領域の減少に関する風洞実験結果を図10に示すさ2'

図は建物に対して斜めに風が当たった場合,建物周辺に

設置するネットフェンスの設置角度の変化に伴う風速増

加領域の変化を示したものである.図中の数字は,建物

模型設置前後の風速増加率を示している.フェンスなし

に比べ, (2)では風速増加率1.3, I.2の領域が消滅し

ている.一方, (1)の風上から見て右側の領域や(3),

(4)の風上から見て左側の領域は,フェンスなしのとき

の分布とほとんど同じである.この実験では建物模型周

辺の流れの向きも測定しており,これとフェンスの設置

角度とを対応させて,フェンスによる風速増加領域の増

減を謁ペると.次のことが結論として挙げられる.フェ

ンスを剥離点に,かつ剥離流に対して直角に設置すると.

防風効果が大きい.一方,流れに対して平行な場合は防

風効果はほとんど期待できない.

7.ま　　と　　め

強風による障害の内容,風環境の評価尺度,風洞実験

結果に基づく風環境の評価方法,および強風の防除方法

など,風害問題全般について解説した.

この間題に関する現在までの研究は,いくつかの問題

についてその大枠を把纏したと言えるが,残された問題

も多く,都市における風環境の予測･評価･調整の体系を

完全なものにするため,さらに研究を推進することが必

要である.

(1981年3月18日受理)
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